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“Kagerou”is the title of the fifty-second chapter out of the fifty-four that makes up “The 
Tale of Genji”.The term can refer to the delicate, gossamer-winged aquatic insect known as 
the “mayfly” （蜻蛉）,but a homophonous term（陽炎)also refers to the mirage-like shimmering 
effect of rising heat. Either way, this clever play on words symbolizes the ephemeral and 
short-lived nature of human existence. In this story, Kaoru, one of the leading characters, 
pines for the lost love of three women－sisters－who have passed through and out of his life 
and, spotting a mayfly flitting about, he is led to reflect upon transient nature  of this  
world.  
In this study, we examine and offer our interpretation of Kaoru’s various sides or aspects, 
which, like those of the moon, shift, depending on the particular occasion and on his 
relationship to other important characters in the story. We also give special consideration to 
the connection between the “Kagerou” chapter and Zhang Wen-Cheng’s You Xian Ku, a 
Chinese novel written during the Tang Dynasty ( 618-907). 
 
 
はじめに 
 
『源氏物語』全五十四帖のうち、五十二帖目、「蜻蛉」巻、最後の部分に薫の独詠歌がある。 
 
 あやしうつらかりける契りどもを、つくづくと思ひ続けながめたまふ夕暮、
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蜻蛉のものはかなげに飛びちがふを 
 「ありと見て手にはとられず見ればまたゆくへもしらず消えしかげろふ あ
るかなきかの」と、例の、独りごちたまふとかや。 
（小学館日本古典文学全集『源氏物語』⑥巻264頁） 
（以下巻数、頁数を示す）  
 
薫は、宇治の橋姫、（大君、中君）、浮舟を失い憂いと寂量感のなか、この「蜻蛉」巻最終場面
で、はかなげに飛び交う蜻蛉を見て、独り歌を口ずさむことになる。 
薫は、これに先立ち、六条院の今を時めく女性達、明石中宮、中宮の女房、女一宮の女房、宮
の君の局と順次訪れるが、薫の悲しみは少しも癒される事はない。六条院の女性達の素晴らしさ
を賞賛し再認識はするが、同時に薫の心の底には依然として大君、中君、浮舟が存在し、交錯し
ていたのである。 
匂宮との間で苦悩し、姿を消した浮舟さえ、今の薫には六条院の女性達に劣ることなく、「いみ
じうこそをかしかりしか（⑥ 2）」と思い出し、偲ぶのであった。「ただかの一つゆかりをぞ思ひ
出でたまひける（⑥ 2）」。薫は宇治の八の宮の一族のゆかりを回想し、薫の憂愁とともに「蜻蛉」
の巻は閉じる。 
巻名の「蜻蛉」は陽炎、蜉蝣、蜻蛉、（トンボ）などと諸説があるが、物語中薫はその蜻蛉のは
かなく飛び交う様を見て詠じているのであるから「蜻蛉」と取れやすい。しかし、その実体と歌
意とはおのずから位相が違ってくるであろう。 
本稿は、薫にとって六条院の女性達を巡り、移動することにどのような意味があるのか。薫の出
生故の不安定さからくる屈折した薫の性格、卑下と誇り、そして身と心の乖離をそれぞれの位相
において考え、それらを、薫の定位を求める姿として考えたい。今回は、「蜻蛉」巻後半部、特に
この巻きで引用される唐代の小説、『遊仙窟』との関わりにおいて考察を試みた。 
以下小論を呈す。 
 
 
1.「蜻蛉」の巻までの梗概  
 
『源氏物語』が主人公の光源氏を失った後に物語を引き継ぐのは、匂宮と薫の二人の貴公子で
ある。匂宮は、当代の帝と明石中宮腹の三宮であるが、一方の薫は、朱雀院の第三皇女、女三宮
と、源氏の晩年の子として出生する。しかし、実は致仕大臣（かつての頭の中将）の長子、柏木
薫の位相についての一考察 
 －365－
と女三宮との不義の子であった。 
 
「いかなりける事かは。何の契りにて、かう安からぬ思ひそひめたる身にしも
なり出けん。」 
  
  おぼつかな誰に問わましいかにしてはじめもはても知らぬわが身ぞ 
 （⑥ 17 18） 
 
薫は幼年時から自身の出生の不思議さを感じ、「何処に自分が起因するのか、又何を拠り所に生
きて行くのか」と、自らのアイデンティテイを求めて逡巡する。これも幼い頃の薫の独詠歌であ
った。真実は後年、宇治で老女より明かされることになるが、まだ少年の薫ははっきりと事実を
知らない。 
しかしながら、ドラマチック・アイロニ－（注１）の様相、即ち語り手と読者は、真実を知ら
されている状況で物語は進行する。 
薫は幼心地にも自らの出生に疑いを抱きながらも、誰にも問うことも出来ず、世の男性のよう
に女性にたいしても、積極的に交渉することもなく、道心を抱き仏に深く帰依している。しかし
自分独りを頼りにしている母宮を見ると出家を果たすことも叶わず、たまたま耳に入った八の宮
の、俗聖としての生活に魅かれ宇治への往還が始まる。 
 宇治での不遇の八の宮を法の友として通うこと三年、或る夜二人の姉妹が、筝の琴と琵琶を合
奏している姿を垣間見し、大君に強く魅かれる。一方、大君は、自分よりも妹の中君が薫の妻に
なることを望むが、中君は匂宮の妻となってしまう。しかし、当代の三宮である匂宮の訪れはま
まならず、大君は悲観のあまりに死を迎えることになる。薫は大君の遺言を思い、中君を匂宮に
渡した事を後悔し、中君に心を寄せることになるが、そこに八の宮に認知されなかった母違いの
妹、浮舟が登場する。母親の連れ子として、肩身の狭い思いをしながら東国で育った浮舟は、薫
と匂宮の二貴公子の間で悩み、自ら死を決意する。「蜻蛉」の巻は、浮舟疾走で慌て騒ぐ宇治の邸
内の描写から語り始める。 
浮舟の亡骸のないままに葬儀は営まれるが、匂宮は意気消沈し病にかかり、薫も真相を聞きつ
つも失った浮舟を偲び、その弟の栄達を母親に約束することになる。それでも薫の浮舟を失った
悲しみは消える事なく時は過ぎて行く。 
その年の夏の盛り、六条院では亡き光源氏と紫の上追善の法華八講が、明石中宮主催により行
われる。その折しも、薫は偶然に明石中宮と今上帝との姫宮、女一宮を垣間見し、その美しい姿
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に驚愕する。自身は母違いの女二宮を降稼させているが満たされてはいない。 
秋になり、薫は明石中宮を中心とする六条院を訪れる、明石中宮、中宮付きの女房、女一宮付
き女房達との応酬しながらも、独り憂愁に暮れる。 
  
 
2.「まろこそ御母方のをぢなれ」 
 
『源氏物語』が偉大な主人公、光源氏を失ってから、次に主人公となるべき貴公子の一人として
薫が登場することは既に述べたが、その後の物語冒頭から源氏ほどには「いとまばゆき際にはお
わせざるべし（⑤ 11）」、（全く見るもまぶしいというほどではいらっしゃらないようである。）
と、薫も匂宮も語り手によって評されている。薫についても       
 
この君は、まだしきに世のおぼえいと過ぎて、思ひあがりたること、こよなく
などぞものしたまふ。げに、さるべくて、いとこの世の人とはつくり出でざり
ける、仮に宿れるかとも見ゆることそひたまへり。顔容貌も、そこはかと、い
づこなむすぐれたる、あなきよらと見ゆる所もなきが、ただいとなまめかしう
恥づかしげに、心の奥多かりげなるかはひの人に似ぬなりけり。  
（⑤ 20） 
 
（この君は、まだお若い今のうちからすでに世間の信望がまったく余りすぎる
ほどで、自負の心を高く持していることがこのうえもないなどという有様でい
らっしゃる。いかにも、それもしかるべき前世の因縁で、じっさいこの世の人
としてつくり出されたのではなかったので、ほんの一時この地上に宿をとって
おられるのかとも見受けられるようなところがおありなのである。ご器量も、
はっきりと、どこそこがとくにすぐれているとか、無上にすばらしいと見える
ところとてないそのただまことにみずみずしく、相手のほうが気づまりになる
くらいで、心の底の知れないような趣が、余人とはまるで違っているのであっ
た。） 
（⑤ 20） 
  
 薫は、光源氏とは違い、より現実味を帯びた人物として造形されており、言わば限定つきの美
しさを備えた主人公になる。しかし、その心の底は誰もが、推し量る事が出来ないほど深く、自
らを誇り高く持している姿は、実父、柏木を髣髴させる。しかるべき前世の因縁を背負った彼は
やがて、宇治にて実父、柏木の乳母子の弁より、事の真相を聞き驚愕する。しかし、弁の話を、
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老女はふとした問わず語りに、不思議な話の例として言い出すのでは、と懐疑し、また実父の古
い手紙が世に漏れたかどうかを、幾度も弁に念を押して確かめる程の力の入れようである。本当
に世間に散って人目に触れていたら、大変なことになった、と（⑤ 155）心配をするところに
現在の地位にある薫の俗性が伺える。真実を母宮に尋ねようとするが、幼さの残っている母宮に
は気詰まりで尋ねることもできず、結局自分の心一つに収め、当初は内裏に参上することも出来
ずに悩み暮らした。自身の栄達とは裏腹に、出生の悩みを抱えるがゆえに目指した道心は、宇治
の三姉妹との恋に中吊りの形になる。しかも、宇治の三姉妹、大君、中君、浮舟を失うことにな
る。（大君は死亡、中君は匂宮の妻、浮舟も目下死亡との認識） 
そして、冒頭でも触れた箇所、薫は、六条院に里下がりをしている明石中宮の周辺をめぐり、そ
れぞれの局での女房達との儚い物語に気を紛らわすことになる。 
以下は法華八講の折、女一宮を計らずも垣間見ることになった六条院、寝殿と西の対屋との渡
殿辺りをさまよう薫の描写を語るところである。 
 
例の、西の渡殿を、ありしにならひて、わざとおはしがるもあやし。姫宮、
夜はあなたに渡らせたまひければ、人々月見るとて、この渡殿にうちとけて物
語するほどなりけり。 
筝の琴いとなつかしう弾きすさむ爪音をかしう聞こゆ。思いかけぬに寄りおは
して 
「などねたまし顔に掻き鳴らしたまふ」とのたまふに、みなおどろかるべかめ
れど、すこしあげたる簾うちおろしなどもせず、起き上がりて、「似るべき兄や
ははべるべき」と答ふる声、中将のおもととか言ひつるなりけり。「まろこそ御
母方のをぢなれ」と、はかなきことをのたまひて、 
（⑥ 260） 
 
（薫は「どうしてこう人を悩ませるように音色をお立てになるのです。」とおっ
しゃると、みな驚いているようであるが、少し巻き上げてある簾を下ろしたり
もせず、起き上がって、「似ているような兄がございますでしょうか」と答える
声は中将のおもととか言った人なのだった。「わたしこそ姫宮の御母方の叔父な
のですよ」とたあいもないことをおっしゃて、） 
（⑥ 260） 
 
上記場面は、薫が以前、女一宮を垣間見した場所を訪れるところである。女一宮は中宮方に渡
り、宮付きの女房達はくつろいで月見をする様子で、筝の琴を弾いているところであった。この
場面は唐代の小説『遊仙窟』の一説を踏まえていることは周知のことである。 
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故故將繊手 時時弄小絃 耳聞猶氣絶 眼見若為怜  
 
妬まし顔（注 2）で細指をもちて、折々に禁糸ならす。耳聞くだに、玉の緒絶
えなん。目に見なば、いとしさ増さん。        
（明治書院 八木沢元著 遊仙窟全講 30頁） 
（以下 書名、頁のみ示す） 
 
『遊仙窟』は説明するまでもないが、初唐の小説、張文成作、作者と思しき人物が仙境にて五
嫂、十娘、二人の仙女により一夜の歓待を受けると言う筋、現在の中国では散逸しているが、日
本には遣唐使によりもたらされたか。『和漢朗詠集』にも収められており、当事の知識階級の常識
であったろう。 
薫が『遊仙窟』の一説を引き、話しかける。すると、女房の中将のおもとがやはり、『遊仙窟』
を踏まえて応答することになる。「私には似ている兄がいるでしょうか」と、薫に女一宮への期待
をやわらかくそらすことになるが、それに対して薫は「私はその女一宮の母方の叔父である。」と
応じる。当事の宮廷での才気ある会話であろう。下記がその箇所である。 
 
容貌似舅 藩安仁之外甥 氣調如兄 崔季珪之小妹 
 
美男の誉れ高い藩安仁様の姪御とでも申せましょう、叔父上に似た御容貌。威
厳ある美男子、崔李珪さまの妹御とも見られましょう。 
                             （遊仙窟全講 27） 
藩安仁は晋の文人で美男子の代名詞とされていた。舅は母方の兄弟、外甥は母方の姪、崔李珪
は魏の人、眉目秀麗で人品も立派だった。 
             （至文堂 源氏物語 鑑賞と基礎知識 28蜻蛉 207頁） 
 
しかしここで、薫は女一宮という高貴な女性への関心を示しているが、果たして、彼は母方の
叔父にあたるのであろうか。 
「蜻蛉」の巻ではすでに薫は自分の出生の秘密を知っており、薫は、女一宮にたいしては、実は
叔父ではなく、強いていえばいとこの関係となることが明らかである。権勢を誇る明石中宮も母
違いの姉であると世間では認識しているが、実のところはもうすこし遠い関係になる。 
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 薫の位相 
 
血脈から見ると              世人から見ると 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 更にまた擬似親子である、冷泉院から見ると薫の位相はより複雑になる。冷泉院は、桐壺帝と
藤壺中宮との間の第十皇子として誕生するが、実父は源氏である。この事実を知るのは、読者、
語り手、数人の登場人物のみである。 
後年、冷泉帝は源氏が実父と分かり、准太政天皇の位を授ける。冷泉院は薫が、源氏の実子と
思っているので自分の弟と認識している。源氏からの遺言もあり、院内に薫の曹司を設け、秋好
中宮とともに薫の後見をし、寵愛している。元服も院の内で行い14歳で右近中将にもさせた。 
 
冷泉院から見ると               薫から見ると 
 
 
 
 
 
 
 
冷泉院と薫は境遇が同じ、不義の子であるが世人は知ることはない。源氏が冷泉院に薫の後見
を依頼したことに関しては、冷泉院は擬似親子といえども納得の行くことであり、秋好中宮も親
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身になって世話をすることになる。 
 このような恵まれた境遇の中で薫は育つが、結局最後まで自分の本当の身分を明かす事はなく
又、宇治の大君、中君が、弁から出生の秘密を聞いて知っているのではないかとさえ思うのであ
る。このように薫は、出生の秘密を持つ事により、様々な位相を持つことになる。薫自身の命題
でもある自身のアイデンティテイをどこに定位すべきか、他者との応酬のなかで伸吟するのであ
る。 
一方、物語の中でこの事実を知るものは、語り手と読者であり、それがドラマティック・アイ
ロニーであって、読者はその都度、人物の位相と位置づけをするという特権を有していると言え
る。読者は、薫の言動がどの位相に起因するものかを想定して読むことになる。そこに源氏物語
の読みの重層性がある。 
 薫は、女一宮付きの女房、中将のおもととの会話にも「高貴な女一宮は私の母方の叔父に当た
る人物ですよ。」と自らの血脈の正当性をたわむれのようにして答えているが、そこに薫の血統へ
の執着がある。しかも、中将のおもとの「似るべき兄やははべるべき」（⑥ 260）に対して薫自
身が藩安仁に該当するような答え方である。器量は叔父に似ていて、美男で有名な藩安仁のめい
ごに当たり、風采は兄そっくりで、崔李珪の末の妹になる、となる。 
 するとこの場合、崔李珪は匂宮ということになるのであろうか。世人からも徳望のあったとい
う崔李珪が匂宮に当たることを薫が承知しているのであれば、またしても薫の匂宮に対しての対
抗意識が言外に語られていることになる。（匂宮は女一宮の弟ではあるが） 
 再度確認するが、薫は、憧憬する女一宮にたいしては叔父には当たらず、強いて言えばいとこ
に当たる。しかも薫の姓は源氏ではなく、姓は藤原になるはずである。賜姓源氏の子孫ではなく、
当に臣下である。藤氏の長子になるべき男であった。その件についての薫の認識は物語には描か
れてはいないが、今後の読みを進める時には、薫の現在の恵まれた状況がいかに脆いものか、柏
木の反古が、世に知られた時の恐ろしさは、薫にとって計り知れないものがあること、また薫の
屈折した性格の根底には、この血脈のねじれがあることを、常に読者は認識することが肝要であ
る。 
 
 
3. 薫の芳香 
 
 薫の特徴として身に芳香を発する事があげられる。生来かと言えば、赤子の時にはそのように
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語られてはいないので、青年期になるに従い、身体から芳香を発するようになったと思う。 
 
香のかうばしさぞ、この世に匂ひならず、あやしきまで、うちふるまひたまへ
るあたり、遠く隔たるほどの追風も、まことに百歩の外もかをりぬべき心地し
ける。 
（⑥ 20） 
 
薫の身に添う香りは主人公としての性格を表わすか、または、道心を抱く薫を特徴づけるもの
か、または不義の子として生まれた薫に添えられた負の属性か。 
『大品経』によると仏、菩薩の身に具する八十種の好相のうち、毛孔から香気を出す事、口か
ら無上の香を出すとある（⑥ 20）。 
仏教では、手向ける香は辺りを浄化し、清めるためのものであるが、果たしてそうであるか。
「薫大将」、「匂兵部卿」と世人にもてはやされたと、物語にはあるが、匂宮の香りは勿論人工で
ある。いずれにしても自然に薫の身に纏わり着く香は、物語の一主人公としての特性を表わすと
同時に又、別の機能を果たしていると言える。すなわち薫の身に添う香りは、女三宮と柏木との
密通の意味と深く関わるキーワードとなるのではないか。 
「宿木」の巻、薫が思い余り、中君に寄り添う場面がある。しかし中君の、懐妊を表わす帯を
見た薫は、結果自重することになる。（⑤ 418）中君の衣に着いた薫の芳香は着替えても消える
ことなく、夫の匂宮より疑われることになる。（⑤ 423）薫の芳香はこのように自身の行動を自
ら、窮屈なもの制限するものとなっている。 
かつて「鈴虫」の巻で、薫の母、女三宮の自仏開眼供養の際、煙が立つほどに香を焚く女房に
源氏は「空に焚くは、いづくの煙ぞと思ひわかれぬこそよけれ。」（④ 363）と諭している。 
そこはかとなく薫る、空焚きものが奥ゆかしいのであり、立ち上る煙のような香りに不快感を表
わしている。これは、下記の柏木と女三宮の贈答歌を計らずも指しているかのようだ。 
 
 
柏木  いまはとて燃えむ煙もむすぼほれ絶えぬ思ひのなほや残らむ 
  （④ 281） 
女三宮 たちそひて消えやしなましうきことを思ひ乱るる煙くらべに 
（④ 286） 
柏木  行く方なき空のけぶりとなりぬとも思ふあたりを立ちははなれじ 
（④ 286） 
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死してなお、女三宮に匂いまとわる柏木の妄執は負の属性となり薫に付着している。それは、
言わば、冥界からのメッセージでもある。 
それにしても、「蜻蛉」巻頭、薫の独詠歌「行き方も知らず」と柏木の絶句「行く方なき」とは
同じような表現語を用いているところに、実の親子として、呼応していると言えよう。 
『遊仙窟』にも香について述べられる箇所がある。 
 
遥聞香気、独傷韓寿之心。近聴琴声、似対文君之面 
 
遥かに香気を聞きて、独り韓寿の心を傷ましめ、近く琴声を聴きて、文君の面
に対するに似たり。 
（遊仙窟全講 33） 
 
 
美男子の韓寿が賈充の娘と密通し、香が原因で露見したと言う説話は、当事の日本人にも広く知
られていたことが推察される。                    
山本登朗氏は、韓寿の説話から生まれた「偸香」の語句が「私通」の意に用いられていること
を指摘し、下記の古今集に収めら得ている歌もその意を踏まえて解釈すべきと述べている。（注3） 
 
春の色は霞にこめて見せずとも香をだにぬすめ春の山風 
（善岑宗貞 春上九一） 
 
 梅の花立ち寄るばかりありしより人のとがむる香ぞしみぬる 
（読み人知らず 春上三五） 
 
上句の詞書に「しのびたる人の移り香の人とがむばかりしければその女に」          
とある。                   （新編国歌大観 兼輔集 ⑭ 8）  
女に贈った歌であることから、香はより男女関係とのかかわりを明確にするキーワードでもあっ
た。 
また「手習」の巻、出家した浮舟が、ねやの近くに香を放つ紅梅に寄せて詠んだ歌にも、かつ
ての男女関係を想起させるものがある。  
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 ねやの端近き紅梅の色も香も変わらぬを、「春や昔の」と、こと花よりもこれ
に心寄せのあるは、飽かざりし匂ひのしみにけるにや。 
 
 袖ふれし人こそ見えね花の香のそれかとにほふ春のあけぼの 
（⑥ 344） 
 
問題は「袖ふれし人」が薫と見るか、匂宮と考えるかで諸説のあるところである。（注4）それ
が、薫にしろ匂宮にしろ出家した浮舟が、現段階ではまだ全くの俗世間から隔離をしているとは
思えない。むしろその状況で、浮舟の意識の中に二人の貴公子との交情が重層化して、身と心の
乖離、位相の違いと見ることが妥当ではないかとの説に従いたい。（注5） 
いずれにしても、香が男女関係に深く関わるキーワードであることは『遊仙窟』から、また、
『源氏物語』まで影響を及ぼしていると言える。 
 
 
4.「明石の浦は心にくかりける所かな」 
 
 上段より引き続き、女一宮付きの女房と語らう薫であるが、筝の琴の音に誘われて「妬まし顔
に掻き鳴らしなさる。」と女一宮付きの女房に語らいかける薫である。それに対して、「似るべき
兄はおはする（⑥ 261）」と当意即妙な応対をするのは、中将の君である。月を愛で女房同士で
合奏をするつもりであったか、差し出された和琴を薫は、「さし出でたる和琴をたださながら掻き
鳴らしたまふ。（⑥ 261）」薫は、和琴を掻き鳴らしながらも、最後まで弾かず、途中で止めてし
まう。聞き入っていた女房達は残念に思った者もいたようだ。 
 和琴は、到仕大臣家の伝授の楽器であり、その昔頭中将の最も得意とする楽器のひとつであっ
た。そしてそれは、家伝来の弾奏として柏木にも継承されていた。読者はここで薫の実父、柏木
を思い起こすことになるが、肝心の薫は、それを途中で弾きさしてしまう。父親である柏木への
薫の思いは語られる事なく、彼の思念は母親へと移っていく。 
 一体、薫にとって実父、柏木とはどのような存在なのであろうか。柏木が女三宮を得るために、
ゆかりの東宮の愛猫を手に入れ、形代として可愛がっていたこと、女三宮とは母違いの姉の女二
宮の降稼を得ても、なおも女三宮に執着しつづけたことなどは、薫が女一宮の氷遊びを垣間見し
てから、妻の女二宮に自ら、同じ衣服に着替えさせ氷を持たせて、同じ場面を再現してみるとこ
ろなど、全く似た行動として重なってくる。しかし、女二宮は女一宮に似るべくもなく薫の願望
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は満たされることはない。 
柏木は藤原氏、廷臣の家に生まれ、誇り高く皇女以外は娶らず、と志を高く持っていたが、 
六条院での蹴鞠の際、女三宮を垣間見てから、女三宮への狂おしい恋に取り付かれ、結局、自ら
を死へと追い込んで行く。その子薫は、父ほどの恋への直情的な熱情は持ち合えず、まめ人と自
ら称して、小回りの効く人物となって行く。道心も半端であり、又恋においても後悔ばかりであ
る。そして薫の俗性はこのまま変わる事はなく物語の終末まで続く。その場は、相変わらず和琴
は押しやられ、合奏は中断したままの状態で、薫の実父への思念は続くことなく、母親比べへと
移行して行く。 
 
我が母宮も劣りあまふべき人かは。后腹と聞こゆばかりの隔てこそあれ、帝々
の思しかしづきたる様、異事ならざりけるを。なほ、この御当たりはいとこと
なりけるこそあやしけれ。明石の浦は心にくかりける所かな 
（⑥ 261） 
 
 薫の母は、朱雀院鍾愛の第三皇女（二品宮）であり、そのまた、母親は先帝の藤壺女御であっ
た。一方、女一宮の母は今を時めく明石中宮であり、その実母は明石御方である。薫の母は皇女
であり、女一宮の母は中宮であることから、その差異はあるとしても、それぞれの帝が鍾愛した
ことには異なる事がない。薫は、「それにしても、この女一宮周辺は、全く異なっているのは不思
議なことである。」と感慨を漏らす。明石中宮、並びに女一宮は、紫の上が手塩にかけて育てた継
娘であり、孫娘である。それぞれの人柄、教養は自ずから伝承されていると思われる。明石中宮
は今上帝の寵愛を一身に受け、多くの宮達に恵まれている。一方、薫の母、女三宮は朱雀院鍾愛
の皇女であるが、親代わりという形で、晩年の源氏に降嫁してきた。しかし当初から、ただ幼く、
儚げな女性として描かれていた。従って柏木から身を守ることもできずに、結果的には薫の誕生
という事になったのである。現在も出家をしたとはいえ、形ばかりの尼姿で、薫に対しても、恥
ずかしげに経文を隠す仕草をするなど、幼さの拭えない女性として描かれている。従って、薫は
母親の血筋の正当性を思い浮かべ、それによって、わが身の拠り所にしたいと、言う気持ちはあ
るが、ここでもその想念は妥当ではない。女三宮は、男からの愛に対して、自己を守ることもで
きず、一方的に懐妊させられて、薫を生むことになる。その結果、父親の朱雀院立会いのもと出
家を果たす。自身の決心による出家ならば、自己啓発の一端とも読めるところだが、実は、これ
は亡き、六条御息所の死霊の仕業であることが後で分かる。その後に続く長い出家生活をどのよ
うに送ったか。浮舟のような全く自我を持たなかった女性が出家を果たし、これからの人生をい
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かに生き抜くかと言う問題を、女三宮は物語の中で先駆者としてなんら提示をせずに終わってい
る。つまり、作者、紫式部は、女三宮よりもはるかに、身分の低い浮舟と言う女性に、女三宮が
果たさなかった役割を継承させているのかと思う。 
 
二条院とて造り磨き、六条院の春の殿とて世にののしりし玉の台も、ただ一人
の末のためなりけりと見えて、明石の御方は、あまたの宮たちの御後見をしつ
つ、あつかいきこえたまへり。  
（⑤ 14） 
 
光源氏が、四町の規模で造営した六条院も、今やただ一人、明石御方子孫のためにあるようだ、
との本文に描写がある。しかし、源氏の息、右大臣夕霧は、六条院が荒れることがないように守
り、父親源氏の生存時と同様に、相変わらず沢山の人々が出入りし、繁栄している様子が描かれ
ている。そのように華やかな六条院から、隔離されている薫が中宮、中宮の女房、女一宮の女房
の局を巡り、「明石の浦は心にくかりける所かな」という感慨をもらす。 
しかし、現在の六条院の繁栄を、一身に受けるのは明石一族となるのか。だが、元を正せば、
六条院の秩序を保つべく最大限に努力をしたのは、紫の上であった。紫の上こそ、明石御方所生
の明石姫君を養育し、明石中宮としたのである。又その第一皇女である女一宮、また、第三皇子
の匂宮も紫の上が、源氏の留守の寂しさを紛らわすべく、一心に育て上げたのであった。従って、
女一宮は今でも紫の上の調度をそのままに、六条院の南の町の東の対に住み、朝夕、紫の上を偲
んでいることが語られている。 
 
女一宮は、六条院南の町の東の対を、その世の御しつらひあらためずおはしま
して、朝夕に恋ひ偲びきこえたまふ。 
（⑤ 12） 
 
 そして夕霧は今紫の上がご存命であればいかなることでもご奉仕申しあげたいとの気持ちをも
らしている。                            （⑤ 15） 
 薫は明石中宮の身辺には素晴らしい人々と文化があることを認め、自分の母親は血統から言え
ば劣るはずはないが、それにしても、六条院の繁栄ぶりを認めざるを得ないのではないか。 
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5.「並べて持ちたてまつらば、」 
 
 薫はそれにしても思う。「我が宿世はいとやむことなしかし。まして、並べ待ちたてまつらばや」
（⑥ 261） 
 薫はそれでも現在の自分の境遇をとりあえず良しとし、女二宮を得ている優越感から更に二人
の女性を得たいと思うのだが、薫が女一宮を得ることはまず、有り得ないことであろう。実父、
柏木と違い、女一宮付きの女房、小宰相の君を味方につけて、かつての、小侍従のような行動を
取らせることは出来ない。二姉妹を妻にすることは、古代の天皇より、その伝統はあったが、し
かし、実父柏木が、女二宮の降嫁を得てもなお、妹の女三宮に執着したことと同様、薫も女二宮
を妻に迎えながら、なお女一宮を憧憬するのは、ここに女一宮の物語が、展開するかとも思わせ
るが、結果、薫と女一宮との応酬は無く終わる。薫では女一宮との恋物語を展開させる力がない
のであろう。その代わりに登場するのが宮の君である。式部卿の姫君でありながら、父親王が亡
くなり、継母の扱いに見かねた明石中宮が、女一宮の話し相手に出仕を勧めた結果である。薫は
宮の君の局にも寄り、話しかけるが、かつて深窓の姫君も直接声を交わす境遇に同情するのであ
る。しかし、宮の君では薫の気持ちは満たされなかった。 
 薫は、実際に二人を得たいと思いながらも行動を起こすことはなく「蜻蛉」の巻きは終わるこ
とになる。薫の女一宮と女二宮を得たいという願望は、「いと難きや。」と草子地に一蹴されてい
る。（⑥ 261）そのように二人の女性を手中に収めたいと言う思いは『遊仙窟』にも見出せる。 
 
下官為性貪多 欲両花倶採答曰                             
五嫂曰 張朗太貧生、一箭射兩桗。 
十娘即謂曰、遮三不得一、覓兩都盧失。 
（遊仙窟全講97） 
                                     
（私は天性欲深なので、両手に花を希望して答えた。） 
（五嫂が、言った。張さまはひどく貪欲な方ね。一本の矢で二つの的を射よう
とは。） 
 すると十娘は言った。 
（三個を三つともさえぎって一度に取ろうとすれば、一つも得られません、一
度に二つを得ようとすれば、すべて空しく失うことになるでしょう。）                 
                              （遊仙窟全講100） 
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上記『遊仙窟』の引用がこの「蜻蛉」の巻きに随所にちりばめられている事が改めて分かる。 
二人を得たいと思い、果たせず、又結果的には宇治の三姉妹をも失うことになる薫の現在を言い
当てている。又、十娘がすべて空しく失うことになるでしょう。と述べる件は当に「蜻蛉」の巻
きの最後、薫の独詠歌と呼応している事が再確認できる。 
 
「ありと見て手にはとられず見ればまたゆくへもしらず消えしかげろふ 
                             （⑥ 264） 
  
 少時座睡、即夢見十娘。驚覺攪之、忽然空手。心中悵怏、復何可論。             
 
 それから、しばらくして居眠りをすると、十娘の夢を見た。びっくりして目
が覚め、手で十娘をつかまえようとしたら、たちまち、なんの手ごたえもなか
った。                      （遊仙窟全講 44） 
 
まさに、『遊仙窟』にも上記、薫と同様な描写が見出される。目前にあるように思えるが、手を
差し伸べると影か夢のように消えてしまうのである。 
 
最後に 
 
 薫の位相を特に、「蜻蛉」の巻き、『遊仙窟』との関わりにおいて考察してきたが、薫のアイ 
デンティティはそれぞれの巻の状況、登場人物により変化するものである。顔を出さない作者と
語り手、更に読者はぐるになって、薫の位相を見守る事になる。ドラマティック・アイロニーと
なり、源氏物語をより奥深い読みへと誘ってくれることになる。 
 この後、薫は小野の山里で出家し尼となった浮舟を知り、その手紙を浮舟の弟の小君に持たせ
ることになる。しかし、浮舟は実の弟にも会うことを拒否する。薫の元へ戻った小君より、浮舟
の返事が無いことを聞いた薫は「ひとの隠しすえたるにやあらむ」と、（⑥ 381）かつての自分
の浮舟に対する処遇を思いあわせて想像するのであった。ここにも作者や語り手また、読者から
も疎外された薫がいる。長い『源氏物語』の最後の場面である。薫はついに浮舟を理解すること
無く自身の範疇でのみ解釈し、納得して終焉となる。自らの出生の秘密を知りながら、薫の道心
はゆくえも定まらず、負の属性を付着させたままで、現在の俗世界に居続けるのであろうか。 
第一部の偉大な主人公、光源氏の生涯を語った『源氏の物語』が今や藤原氏一族の一人の男性貴
公子を、主人公として終わろうとしている事に、作者紫式部の大きな物語を見据えた、位相の転
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換を見るのである。 
一方、この後の浮舟はどのような人生を送ったのであろうか。 
読者は諸諸、想像するのだが、いずれにしても、これより先は当に読者の読みに委ねられている
と思う。その読みの位相を変えてみると、また違う読みに出会うことになるだろう。読者はここ
で解放され、自由に「わが御心の、思ひ寄らぬ隅なく」（⑥381）読者自身の位相によって読みを
深める事ができるだろう。しかし、恐ろしいのは、どこかに我々読者が知らない位相が隠されて
しるかもしれないということである。ドラマティック・アイロニーの重複がセットされているこ
とも充分に考えられるのである。『源氏物語』の魅力はまだまだ尽きない。 
 
 
注 
１．劇的アイロニー、観客にはわかっているが、登場人物同士は知らないことになっている皮肉な状
況や、おもしろ味 dramatic irony、『源氏物語』では作者、語り手、読者が真実を知り、登場人
物は知らないことになっていることがあるが、「竹河」の巻では語り手が限定されている為、語り
手も知らない事実がある。 
２．故故は時時と同じくしきりにと言う意であるが、「妬まし顔」と古訓（醍醐寺本）にあることによ
る。 
３．山本登朗『源氏物語へ源氏物語から』中、『中国の色好み―韓寿説話と伊勢物語』笠間書院 2007
年 頁44－49 
４．藤原克己 『源氏物語へ源氏物語から』中、「物語の終焉と横川の僧都」笠間書院 2007 年 187
頁、古来諸説のあるところだが、藤原克己氏は薫説をとる。 
５．鈴木一雄監修、津本信博編集 『源氏物語の鑑賞と基礎知識』「手習」至文堂 2005年  
頁223 早乙女利光氏は、出家後の浮舟にとっても身と心の葛藤があり、「袖ふれし人」を薫
か匂宮に特定してはならない。むしろ浮舟の中で二人が重層化していると説く。 
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